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河
川
改
良
工
事
に
着
手

　
会
計
年
度
が
わ
り
を
む
か
え
、
富
高
川
河
川
改
良
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
、
、

　
こ
の
工
事
は
、
現
在
の
川
幅
約
二
十
メ
ー
ト
ル
を
六
十
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
堤

防
も
高
く
堅
固
に
す
る
と
と
も
に
、
曲
り
を
な
く
し
て
流
れ
を
良
く
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
．
、

　
工
事
を
監
督
し
て
い
る
日
向
土
木
事
務
所
で
は
最
終
的
に
は
南
町
と
中
原
を
結
ぶ

富
高
僑
か
ら
川
上
へ
本
谷
（
八
幡
神
社
前
）
の
御
手
洗
僑
付
近
ま
で
の
河
川
改
良
を

行
な
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
．

　
現
在
行
な
わ
れ
て
お
る
工
事
は
南
町
と
高
見
橋
通
り
を
結
ぶ
高
見
橋
か
ら
北
へ

お
よ
そ
八
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を
起
点
に
し
て
、
西
草
場
ま
で
の
左
岸
（
東
側
）

八
百
九
十
メ
ー
ト
ル
を
改
良
し
、
新
た
に
堤
防
を
建
設
す
る
も
の
で
、
工
費
四
百
七

十
五
万
円
で
柏
田
組
が
請
負
い
、
本
年
三
月
末
日
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
右
岸
も
四
十
二
年
度
中
に
は
着
工
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

工
事
が
完
成
し
ま
す
と
、

　
大
雨
ご
と
に
冠
水
し
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
の
流
域
の
田
畑
は
も
と
よ
り
、
集
申

豪
雨
に
よ
る
家
屋
へ
の
浸
水
の
心
配
も
な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

、

〆

メ甲

曙

チで行なわれる富高川河川改良工事ヒ急は真写

年

，
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謬

に
運
営
し
て
い
く
県
知
事
、
県
議
、
市

会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で

よ
く
選
び
、
責
任
あ
る
一
票
を
す
す
ん

81．’32

78。42

79．55

フ9．31

78．61

77．10

84．36

85．40

8〔〕．90

79．11

盟
盟・i

，lli

麹i

覇
11．679、

男
；
i

3
1
1
1

訓・

課
率
：

926

329

538

145

589

8〔〕8

550

137

89

1ろ愈8フO　i25●489

校体育

分

中
毛

脇

民
民
育
支
民
民
民

公
公
撃
羽
撃
計

脇
谷
々
々
松
ノ
瀬

21

Q2

T
2
4
2
5
2
6
2
7
お
四

●

‘

　
農
耕
用
の
燃
料
は
、
手
続
き
を
し
認

定
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
免
税
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

、校区民の協力もありまして同校舎玄

費1．650万円で昨年8月末日に村上組が

延面積は872平方メートルでステージや更衣室・放

室・便所などと一・部二階があり、同校の全児童1．400

を温容できる鉄骨平家建のすばらしいものです。

今後は体育やいろんな行事も雨天を心配することな

挿ぴ伸びとできることでしょう。

写真は……完成した富小の体育館

で
投
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

　
市
内
各
投
票
所
の
投
票
率
は
上
表
砂

と
お
り
で
す
。

申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で

所
．
得
税
・
事
業
税
・
市
県
民
税

　
い
よ
い
よ
所
得
税
の
確
定
申
告
や
事

業
税
、
市
県
民
税
の
申
告
期
・
が
参
り
ま

し
た
。

　
申
告
用
紙
は
近
く
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
の
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
よ
く
続
ま
れ
て
三

．
月
十
五
日
の
期
日
ま
で
に
申
告
を
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
な
．
お
申
告
の
便
宣
を

図
る
た
め
二
調
二
十
三
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
各
地
区
に
「
申
告
相
談
所
」

を
開
設
し
、
申
告
書
の
代
筆
も
い
た
し

ま
す
。
相
談
所
の
日
割
は
申
告
用
紙
に

同
封
し
ま
す
の
で
必
ず
も
よ
り
の
相
談

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
方
は

区
長
さ
ん
か
市
税
務
課
ま
た
は
も
よ
り

の
支
所
、
出
張
所
に
申
し
出
で
く
だ
さ

い
。
．
肝
臓
筋
に
は
関
係
資
新
を
お
忘
れ
な
く
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曳

　．

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近
の

よ
う
に
自
動
車
類
が
農
山
村
に
普
及
じ

ま
す
と
、
農
耕
用
、
一
般
用
に
区
別
し

て
免
税
の
手
続
し
認
定
を
受
け
る
こ
と

は
大
変
複
雑
に
な
り
ま
す
の
で
、
普
通

の
場
合
手
続
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
こ
の
農
耕
用
と
し
て
使
用
す
る

分
に
つ
い
て
の
免
税
分
を
農
道
の
整
備

事
業
に
補
助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
住
民
へ
還
元
し
ょ
う
と
い
う
意
味
で

は
じ
め
ら
れ
た
も
の
が
、
　
「
農
耕
用
ガ

　
ソ
リ
ン
税
の
免
税
に
よ
る
道
路
整
備
事

．
業
」
で
、
こ
れ
を
略
し
て
「
農
免
道
路

事
業
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

．
最
新
式
化
学
消
防
車
を
購
入

石
油
類
の
火
災
に
威
力
を
発
．
揮

　
県
内
で
二
台
目
の
最
新
式
化
学
消
防

自
動
車
が
消
防
署
に
お
め
み
え
し
ま
し

た
。
こ
の
消
防
車
は
、
最
大
出
力
百
三

十
馬
力
で
、
一
ト
ン
の
水
と
化
学
消
火

液
三
百
リ
ッ
ト
ル
を
積
み
、
消
火
時
に

は
こ
れ
を
混
合
し
て
毎
分
四
百
コ
ッ
ト

ル
を
楢
筒
か
ら
放
水
す
る
こ
と
が
で
き

ま
た
、
「
般
の
火
災
で
も
普
通
の
消
防

車
と
同
様
に
消
火
活
動
が
で
き
る
能
力

を
も
っ
て
い
ま
す
。

．
消
防
署
で
は
近
年
多
い
石
油
や
プ
ロ

パ
ン
な
ど
の
火
災
に
そ
な
え
て
、
消
火

活
動
が
十
分
に
で
き
る
よ
う
四
百
三
十

万
円
で
購
入
し
た
も
の
で
す
β

」
　
、

ゴ
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
二
月
の
解
説
　
　
　
　

　
二
月
の
こ
と
を
和
月
で
「
如
月
」
　
…

（
き
さ
ら
ぎ
）
と
い
い
ま
す
．
立
査

の
月
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
寒
い
…

日
が
多
い
の
で
「
着
物
を
さ
ら
に
重
　

ね
て
着
る
」
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
一

二
月
の
こ
と
を
「
き
さ
ら
ぎ
」
と
い
…

う
と
、
古
文
書
な
ど
で
説
か
れ
て
い
一

ま
討
ズ
記
に
よ
ミ
肇
月
生

春
に
移
る
気
候
の
変
わ
り
め
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
気
さ
ら
に
き
た
る
」
が

　
つ
ま
っ
て
「
き
さ
ら
ぎ
」
と
な
つ
・
た
．

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
の
立
春
は
、
四
日
で
し
た
…
．

が
東
京
で
の
標
準
で
、
日
の
出
が
六
一

時
四
十
分
、
日
の
入
り
が
十
七
時
十

　
唄
分
、
す
な
わ
ち
日
中
の
時
間
が
十

時
間
三
十
一
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
「

ま
す
。
気
温
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
や
や

．
あ
が
り
は
じ
め
次
第
に
春
遠
か
ら
ず
．

を
思
わ
せ
る
き
ざ
し
が
み
え
て
き
ま
．

す
。
　
両
三
（
十
九
日
）
を
過
ぎ
る
と
、

さ
す
が
に
天
地
に
春
の
気
配
が
色
こ
．

く
な
り
、
立
春
の
こ
ろ
と
比
べ
る
と

昼
の
長
さ
も
、
三
十
分
も
違
っ
て
き
」

ま
す
。

　
市
内
各
地
で
は
梅
、
つ
ば
き
、
ね
．

r
こ
や
な
ぎ
、
す
い
せ
ん
、
き
ん
せ
ん

か
、
そ
の
湿
た
く
さ
ん
の
花
が
、
わ

た
く
し
た
ち
に
、
春
近
し
を
知
ら
せ
　
・

て
く
れ
ま
す
。

蛋

．
　
・
・

℃

写
真
…
消
．
防
署
に
着
い
た
化
学
消
防
車

火
災
時
の
電
話
連
絡
に
つ
い
て

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　
消
防
署
に
は
現
在
↓
「
個
の
電
話
が
あ

り
ま
す
が
、
火
災
発
火
時
に
な
る
と
市

民
の
方
か
ら
次
々
に
電
話
が
か
か
っ
．
て

消
防
署
か
ら
の
電
話
連
絡
や
指
示
が
で

き
ず
大
変
困
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
緊

急
な
連
絡
を
除
き
、
で
き
る
だ
け
市
役

所
（
電
麺
＝
＝
番
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
●

す
。

・
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成し、関係者と剛

式が行なわれましノ

　この体育館は、重

関前広場に、工費1

着工したものです。

　延面積は872平フ

心室、・便所などと一

名を収容できる鉄f

－今後は体育やいジ

く挿ぴ伸びとでき詞
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一

四
月
は
地
方
選
挙
で
す

駈

ま
ず
名
簿
登
録
の
申
し
出
を
！

　
四
月
に
は
、
県
知
事
を
は
じ
め
、
県

会
議
員
、
市
会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
有
権
者
は
も
れ
な
く
投

票
で
き
る
よ
う
選
挙
人
名
簿
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
昨
年
か
ら
選

．
挙
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
名
簿
に
登
録

．
さ
れ
る
制
度
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
選
挙
資
格
が
あ
っ
て
も
名
簿
．

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
登
録
も
れ
に
な
っ
て
い
る

人
は
三
月
一
日
ま
で
に
名
分
登
録
の
申

し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
こ
の
申
し
出
に
よ
っ
て
、
登

録
資
格
を
調
査
し
追
加
登
録
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
日
を
過
ぎ
る
と
四
月
の
地
方

選
挙
を
は
じ
め
九
月
三
十
日
ま
で
の
選

挙
は
資
格
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
・
新
し
く
満
一
「
十
才
に
達
し
た

人
や
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人

は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

、」

・

’
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．

　
な
お
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
人
は

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
言
意
が
あ
む
ま
す

①
「
本
年
三
月
一
日
現
在
で
年
令
が
満
．

　
二
十
歳
以
上
に
な
る
人
。

②
阻
和
四
士
卿
「
年
十
二
月
一
日
ま
で

　
に
市
内
に
転
入
さ
れ
た
人
。
　
　
層

　
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
三
月

十
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
行
な
い

ま
す
の
で
州
応
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

，
つ
。

固
定
資
産
課
税
ム
．
帳
を
目
日

ぜ
ひ
一
度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
税
の
基
礎
に
な
っ
て
お
り

ま
す
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
）
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
三
月
「
日

か
ら
二
十
日
ま
で
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
申
は
無
料
で
閲
覧
が
で
き

…
ま
す
し
、
ま
た
評
価
額
に
対
す
る
異
議

の
申
し
立
は
こ
の
期
間
で
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
土
地
、
家
屋
な
ど
の

資
産
を
お
持
ち
の
方
は
市
税
務
課
ま
た

は
も
よ
り
の
支
所
、
出
張
所
で
ぜ
ひ
一

度
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
台
帳
縦
覧
の
時
間
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し

土
曜
日
の
午
後
お
よ
び
日
曜
昼
、
祝
祭

日
は
除
き
ま
す
。

　
縦
覧
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
各
支
所
、
出
張
所
は
そ
の
関

係
地
域
分
の
み
で
す
。

細
島
支
所

岩
脇
支
所

美
々
津
支
所

幸
織
出
張
所

三
月
置
日
～
三
月
四
日

三
月
一
日
～
三
月
四
日

三
月
「
日
～
三
月
四
日

三
月
六
日
越
三
月
八
日

市
役
所
税
務
課

　
　
　
三
月
一
日
～
三
月
二
十
日

（
各
支
所
、
出
張
所
の
期
間
を
除
き
市

　
内
全
域
）

羅響鷺

冬
の
ハ
エ
一
匹
は
夏
の
数
万
匹

あ
た
た
か
い
室
の
天
じ
ょ
う
に
一
匹

で
も
ハ
エ
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
退

治
し
ま
し
ょ
う
。
た
い
し
て
う
る
さ
く

な
い
か
ら
と
い
っ
て
見
逃
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

繭闘國幽β離婁

ン
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曝

　　　　700名の門出を祝し

　　　　　　　　盛大に成人式

　本年度の成入式は1月15日富島中学校体育館で盛大に

行なわれました。該当者は725名で市長から代表者に

成人証書と記念品が渡され、一・政克子（吉野川）さんが

「誓のことば」を述べて式が終りました。その後「新有

権者になって」と題して黒木朝則（高松）君が意見発表

を行ない、続いて郷士史家石川恒太郎先生の記念講演や

そう曲もありました。
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　　　自衛隊が道路建設

　　　　、　　米の叫回周回

　市は、本年度も昨年度に続いて伊勢が浜入口から細島

のみほこが浦を結ぶ、米の山回周道路の建設を始めまし
た。

　工事は財政事情から陸上自衡隊国分515施設隊に依頼

し寺地；等陸尉ほか20名が1月10日から母子寮に合宿し

て工事にあたっていますが、本年度分は幅8メートル、

延長1．800メートルで本年3月末日までに完成の予定です

　　r「
、

’
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写真は……米の山回周道路起工式


	良くなる富島川―河川改良工事に着手

	衆議院議員選挙の投票率―前回を上回る好成績―地方選挙にも深い関心を

	生産地と消費地を結ぶ―農村道を改良整備―４３年までの三ヵ年継続事業

	富高小の体育館完成！

	最新式化学消防車を購入―石油類の火災に威力を発揮

	四月は地方選挙です―まず名簿登録の申し出を！
	７００名の門出を祝し盛大に成人式

	自衛隊が道路建設―米の山

